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注 射
薬効 品名 一般名 規格・単位 常用量

麻酔剤

（毒薬）非脱分極性
麻酔用筋弛緩剤

エスラックス静注
50mg

ロクロニウム臭化物 50mg/5.0mL
0.6mg/kg　(3.0mg/50kg,
3.0ml/50kg)

筋弛緩回復薬  ﾌﾞﾘﾃﾞｨｵﾝ静注  ｽｶﾞﾏﾃﾞｸｽﾅﾄﾘｳﾑ 200ｍｇ/2ｍL 

副交感神経興奮剤 ワゴスチグミン注0.5mg
ネオスチグミンメチル硫酸
塩・ネオスチグミンメチル硫
酸塩

1ml

ﾁﾄｿﾞｰﾙ0.5g ﾁｱﾐﾗｰﾙﾅﾄﾘｳﾑ 500mg1管 重症気管支喘息の患者禁忌

セボフレン セボフルラン 250ml
ｷｼﾛｶｲﾝ注射液 1%100ml
ｷｼﾛｶｲﾝﾎﾟﾘｱﾝﾌﾟ 1%10ml
ﾈｵﾍﾟﾙｶﾐﾝS 塩酸ｼﾞﾌﾞｶｲﾝ 7.2mg、3ml

ﾏｰｶｲﾝ 塩酸ﾌﾞﾋﾟﾊﾞｶｲﾝ 高比重0.5%,4ml 1回10～20mg

アナペイン注7.5mg 20ml 購入中止
200ｍｇ/100mｌ
×1バッグ
20ｍｇ/10ｍL

ﾛﾋﾟｵﾝ
フルルビプロフェン ア
キセチル 

１アンプル（５
mL） 

１回50mgをできるだけゆっくり静
脈内注射 

レペタン注0.2mg
ブプレノルフィン塩酸
塩

1ml 購入中止

アセリオ静注液1000
ｍｇﾊﾞｯｸﾞ

アセトアミノフェン 1袋100ｍL 1回300～1000ｍｇ

麻酔用鎮痛剤 フェンタニル注0.1ｍｇ ﾌｪﾝﾀﾆﾙｸｴﾝ酸塩 0.1ｍｇ、2ｍL 麻薬

脳下垂体後葉ホルモン
剤 ピトレシン注射液20 合成バソプレシン 1ml

抗不安薬 ｾﾙｼﾝ注射液 ｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ 10mg2ml 1回10mg　筋、静注

1.88mg

3.75mg

ゾラデックス1.8mgデ
ポ

酢酸ｺﾞﾞｾﾚﾘﾝ 1.8mg
4週に1回1.8mg又は3.6mg皮
下注

ｽﾌﾟﾚｷｭｱMP1.8 酢酸ﾌﾞｾﾚﾘﾝ 1.8mg 1ｶ月に1回1.8mg皮下注 在庫ﾅｼ

ﾏｲﾘｽ注 ﾌﾟﾗｽﾃﾛﾝ硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 200mg1瓶

1日1回100～200mg注射用水
又はﾌﾞﾄﾞｳ糖注射液にて
100mg/10mlの濃度とし、妊娠
末期の妊婦に週2～3回静注

製造中止

ｳﾃﾒﾘﾝ 塩酸ﾘﾄﾄﾞﾘﾝ 注：50ｍｇ

50mgを500ml注射液に希釈
し、50μg/分で点滴開始有効
用量は50～150μg/分毎分
200μgまで

ﾏｸﾞﾈｿﾞｰﾙ 硫酸ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 20ml 1回20mlを徐々に静注

蛋白分解酵素阻害
薬）

ﾐﾗｸﾘｯﾄﾞ ｳﾘﾅｽﾀﾁﾝ 5万単位
切迫流早産､頚管炎使用｡保険適用外｡
に

ﾊﾟﾙﾀﾝM ﾏﾚｲﾝ酸ﾒﾁﾙｴﾙｺﾞﾒﾄﾘﾝ 0.2mg、1ml
1回0.1～0.2mgを静注又は1
回0.2mgを皮下、筋注

局所麻酔剤

塩酸ﾘﾄﾞｶｲﾝ

長時間作用性局
所麻酔剤 

ロピバカイン塩酸塩水
和物 アナペイン注2mg 

麻酔科Dｒの指示によりﾌﾞﾘﾃﾞｨｵﾝに変更

静脈麻酔剤 プロポフォール
Propofol

ﾌﾟﾛﾎﾟﾌｫｰﾙ
２００ｍｇ２０ｍＬ１
管

鎮静薬　中枢神経抑制作用

全身麻酔の導入薬として用いる場合には、1-2mg/kg (50-100mg/50kg,
5-10cc/50kg)を静注します。

気管支喘息の既往のある患者にthiamylalを避け、propofolを用いる麻酔医が多いようです（※thiamylal(Isozolイ
ソゾール)やthiopental（ラボナール）が気管支喘息に対して危険であると裏付ける文献は乏しいようです）。

子宮運動抑制剤

ﾏｸﾞｾﾝﾄ
硫酸ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ､ﾌﾞﾄﾞｳ
糖配合

注:100ml

初回量40ml､20分異常かけ静注後､10ml/時より持続静注.　　　　子宮収
縮が抑制されない場合:5ml/時ずつ増量､最大20ml/時まで

　高マグネシウム血症

鎮痛剤

子宮用剤

ﾎﾙﾓﾝ療法薬

ﾘｭｰﾌﾟﾘﾝ注射用ｷｯﾄ 酢酸ﾘｭｰﾌﾟﾛﾚﾘﾝ

4週に1回1.88mg皮下注体重
の重い人、子宮膨大の人は
3.75mg投与、初回は月経1～
5日目に行う

子宮収縮剤
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ﾌﾟﾛｽﾀﾙﾓﾝ・F1000 ｼﾞﾉﾌﾟﾛｽﾄ 1000μｇ、1ml 気管支喘息の既往のある患者に禁忌

大塚糖液5% ﾌﾞﾄﾞｳ糖注射液 20ml×50A
大塚糖液5% ﾌﾞﾄﾞｳ糖注射液 100ml×10Pｂ
5%大塚糖液 ﾌﾞﾄﾞｳ糖注射液 500ml×20Pｂ
大塚糖液20% ﾌﾞﾄﾞｳ糖注射液 20ml×50A
大塚糖液10% ﾌﾞﾄﾞｳ糖注射液  20ml×50A 

5%糖注ｼﾘﾝｼﾞ ﾌﾞﾄﾞｳ糖注射液 20ml×10ｼﾘﾝｼﾞ

大塚生食注 生理食塩液 20ml×50A
大塚生食注（細口開
栓ﾌﾟﾗﾎﾞﾄﾙ入）

生理食塩液 500ml

100ml×20Pｂ
500ml×20Pｂ 

1000ml×10Pｂ

ﾗｸﾃｯｸG輸液
ﾗｸﾃｯｸ注 

ﾎﾟﾀｺｰﾙR輸液
乳酸ﾘﾝｹﾞﾙ液（ﾏﾙﾄｰｽ
加）

500ml×20Pｂ

ﾌｨｼﾞｵ35 無機塩類(ブドウ糖加) 500ml×20Pｂ

KN3号輸液
乳酸Na,無機塩類､糖
類

500ml×20Pｂ

ﾍｽﾊﾟﾝﾀﾞｰ ﾋﾄﾞﾛｷｼｴﾁﾙﾃﾞﾝﾌﾟﾝ 500ml×10Pｂ
出血多量時(緊急時使用)ﾃﾞｷｽﾄﾗﾝより変
更

たん白ｱﾐﾉ酸製剤 ﾗｴﾝﾈｯｸ 胎盤加水分解物 2ml

補正用製剤 ﾒｲﾛﾝ 炭酸水素ﾅﾄﾘｳﾑ 7％、20ml

LH-RH 酢酸ｺﾞﾅﾄﾞﾚﾘﾝ
検査用
注:0.1mg1ml

1回0.1mg

TRH分泌機能検査:1回0.5mg
ﾌﾟﾛﾗｸﾁﾝ分泌機能検査:1回0.1～
0.5mg

下垂体後葉ﾎﾙﾓﾝ ｱﾄﾆﾝｰO5単位 ｵｷｼﾄｼﾝ 5単位1ml 5～10単位、点滴静注

1回20～500mlを静注、点滴静注
1分間に30～40滴

ブドウ糖製剤

血液代用剤

ﾃﾙﾓ生食 生理食塩液

乳酸ﾘﾝｹﾞﾙ液  500ml×20Pｂ

子宮収縮剤

たん白ｱﾐﾉ酸製剤 12%ｲｽﾎﾟｰﾙ注射液 12%ｱﾐﾉ酸製剤 12%200ml

視床下部ﾎﾙﾓﾝ
TRH ﾌﾟﾛﾁﾚﾘﾝ 0.5mg､1ml
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性腺刺激ﾎﾙﾓﾝ ﾋｭﾒｺﾞﾝ 150単位1管 1日75～150I.U．筋注

HMG　HCG 製剤  ﾌｪﾙﾃｨﾉｰﾑ－P 75I．U
1日75～150I.U連続皮下、筋
注

ﾊﾟｰｺﾞｸﾞﾘｰﾝ注 150単位1管 1日75～150I.U．筋注

HMG「ﾃｲｿﾞｰ」 
75,150単位1管
 

FSH:LH=1:1  

HMG「あすか」  
75,150単位1管
 

FSH:LH=1:1HMG「ﾃｲｿﾞｰ」 から名称変更 
 

HMG「ﾌｪﾘﾝｸﾞ」   
75,150単位1管
 

FSH:LH=1:1  

HMG「F」 
75,150単位1管
  

FSH:LH=1:1/3 富士製薬工業 

HMG「ｺｰﾜ」 
75,150単位1管
 

FSH:LH=1:＜0.05

HMG「TYK」 
75,150単位1管
 

FSH:LH=1:＜0.05HMG「ｺｰﾜ」 から名称変
更,製造中止 

ｺﾞﾅﾋﾟｭｰﾙ 
75,150単位1管
  

FSH:LH=1:＜0.0053

uFSH「あすか」
75,150単位1管
 

FSH:LH=1:＜0.0053ｺﾞﾅﾋﾟｭｰﾙから名称
変更 
日本オルガノン社

遺伝子組み換え型

７５IU
150IU
300IU
450IU 

3000単位1管

5000単位1管

皮下注0.25mg

シリンジ 

レルミナ錠 レルゴリクス 錠：40ｍｇ 40mgを1日1回食前 （内服）原子宮筋腫治療薬

ﾄﾗﾝｻﾐﾝ注10% ﾄﾗﾈｷｻﾑ酸 10%10ml

1日250～500mg、1～2回分割、
筋注、静注,必要に応じ1回500～
1000mg静注又は500～2500mg
点滴静注

ﾚﾌﾟﾁﾗｰｾﾞ=S注 ﾍﾓｺｱｸﾞﾗｰｾﾞ 1単位1ml 1日1～2単位、筋、静注 製造中止
ｶﾙﾊﾞｿﾞｸﾛﾑ
ｽﾙﾎﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ

1日150～225I.U.4日間皮下又は
筋注．その後1日75～375I.U.6～
12日間

ｺﾞﾅｰﾙｴﾌ 
ホリトロピン アルファ 
 

ﾒﾙｸｾﾛｰﾉ  
ｺﾞﾅｰﾙｴﾌ ﾍﾟﾝ 

下垂体性性腺刺激ﾎ
ﾙﾓﾝ           

ﾌｫﾘｽﾁﾑ ﾌｫﾘﾄﾛﾋﾟﾝﾍﾞｰﾀ 75単位0.5ml

HCGﾌｼﾞｾｲﾔｸ 
胎盤性性腺刺激ﾎﾙﾓ
ﾝ 

1回300～10000単位筋注 

GnRHアンタゴニス
ト製剤 

ガニレスト皮下注  ガニレリクス酢酸塩 

止血薬

ｱﾄﾞﾅ注 50mg10ml 1日25～100mg静注
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ﾌﾗｸﾞﾐﾝ静注 ﾀﾞﾙﾃﾊﾟﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ
5,000低分子ﾍ
ﾊﾟﾘﾝ国際単位1
瓶

禁:妊婦

ｶﾌﾟﾛｼﾝ皮下注 20､000単位1瓶
術後血栓予防例：1日2回各
5000/5000/5000/2500/2500

ﾍﾊﾟﾘﾝｶﾙｼｳﾑ皮下注
 

1シリンジ
（0.2mL）中
5,000単位 

1日2回、12時間間隔で皮下
注射 

ﾍﾊﾟﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ注1万
単位 

ﾍﾊﾟﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ 
1瓶（10ｍL）
10000単位 

ﾍﾊﾟﾘﾝNaﾛｯｸ
10ｼﾘﾝｼﾞ

ｸﾚｷｻﾝ  ｴﾉｷｻﾊﾟﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ 
皮下注（ｷｯﾄ）
2000IU、0.2ｍL
 

1回2000IU、12時間毎に1日2
回連日皮下注 

ｵﾙｶﾞﾗﾝ ﾀﾞﾅﾊﾟﾛｲﾄﾞﾅﾄﾘｳﾑ 1250単位1ml
1回1250単位を12時間毎静
注．1日量2500単位

筋注:1回50:～100mg4～6時間毎

静注:1回25:～50mg4～6時間毎

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注 d-ﾏﾚｲﾝ酸ｸﾛﾙﾌｪﾆﾗﾐﾝ 5mg､1ml 1回5mg､1日1回

鎮けい剤 ﾌﾞｽｺﾊﾟﾝ注射液 臭化ﾌﾞﾁﾙｽｺﾎﾟﾗﾐﾝ 2%1ml 1回10～20mg皮下筋注、静注

ｶﾘｳﾑ製剤 ｺﾝｸﾗｲﾄ液ｰK1ﾒｯｸ 塩化ｶﾘｳﾑ 注:20ml 劇毒

抗菌剤

ﾍﾟﾝﾄｼﾘﾝ静注 ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ 1g 1日2～4g、2～4回分割

ﾋﾞｸｼﾘﾝ注  ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ  1g 
初回量2ｇ、以後6時間毎1ｇを
分娩まで静注 

GBS(+)有効 

第一世代ｾﾌｪﾑ系 ｾﾌｧﾒｼﾞﾝα ｾﾌｧｿﾞﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ 1g 1日1～3g、2～3回分割
GBS(+)でﾍﾟﾆｼﾘﾝ禁に初回量2ｇ、以後8
時間ごと1ｇを分娩まで静注

ﾛｾﾌｨﾝ静注 
セフトリアキソンナトリ
ウム 

1g 
１日１～２g、１回又は２回分
割 

淋菌ノイセフ１ｇ　div
or セフゾン3/3×5日

製造中止

第四世代ｾﾌｪﾑ系 ﾏｷｼﾋﾟｰﾑ 塩酸ｾﾌｪﾋﾟﾑ 1g 1日1～2g、2回分割

ﾎｽﾎﾏｲｼﾝ ﾎｽﾐｼﾝS ﾎｽﾎﾏｲｼﾝﾅﾄﾘｳﾑ 静注用:1g 1日2～4ｇ､2～4回静注

1回400mg、

1日1～2分割筋注

1回100～200mg､

1日1～2回

1日１回（２回）150～200mg MRSAに有効

点滴静注30-120分（筋注も） 期限切れにて在庫なし

ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系 ﾐﾉﾏｲｼﾝ 塩酸ﾐﾉｻｲｸﾘﾝ 100mg
初回100～200mg､以後12～
24時間毎に100mg

必要時発注する

ﾆｭｰｷﾉﾛﾝ系 ﾊﾟｽﾞｸﾛｽ注500 ﾒｼﾙ酸ﾊﾟｽﾞｸﾛｷｻｼﾝ 500mg100ml
1日1000mg～600mg、2回分
割

原則として第一選択薬としての使用を避
けること

点滴静注用:

250mg

ﾌｪﾘｺﾝ ｼﾃﾞﾌｪﾛﾝ 50mg2ml 1日50～100mg 製造中止

ﾌｪｼﾞﾝ静注  含糖酸化鉄  40mg2ml  １日４０～１２０mg（２～６mL） 

消化性潰瘍治療
薬

硫酸ｱﾄﾛﾋﾟﾝ 硫酸ｱﾄﾛﾋﾟﾝ 0.5mg､1ml 1回0.5mg皮下、筋注、静注

血液凝固阻止剤

ﾍﾊﾟﾘﾝｶﾙｼｳﾑ 

ﾍﾊﾟﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ 50単位5ml

広範囲ﾍﾟﾆｼﾘﾝ系 

第三世代ｾﾌｪﾑ系

ﾉｲｾﾌ静注用 ｾﾌｫｼﾞｼﾞﾑﾅﾄﾘｳﾑ 静注用1g 1日1～2g、2回分割

硫酸ｱﾙﾍﾞｶｼﾝ 100mg2ml

抗ﾋｽﾀﾐﾝ薬
ｱﾀﾗｯｸｽ-P注 ﾋﾄﾞﾛｷｼｼﾞﾝ 2.5%1ml 術前･術後の悪心､嘔吐防止

ｱﾐﾉｸﾞﾘｺｼﾄﾞ系

ｲｾﾊﾟﾏｲｼﾝ 硫酸ｲｾﾊﾟﾏｲｼﾝ 400mg2ml

ﾛﾐｶｼﾝ 硫酸ｱﾐｶｼﾝ 200mg

ﾊﾍﾞｶｼﾝ

必要時発注する

造血薬 

抗ｳｨﾙｽ薬 ｿﾞﾋﾞﾗｯｸｽ ｱｼｸﾛﾋﾞﾙ
1回5mg/kg､1日3回､8時間毎
7日間点滴静注
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男性ﾎﾙﾓﾝ剤 ﾃｽﾁﾉﾝ・ﾃﾞﾎﾟｰ ｴﾅﾝﾄ酸ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ 125mg　1ml 在庫なし

黄体・卵胞ﾎﾙﾓﾝ
剤

ﾙﾃｽﾃﾞﾎﾟｰ
ｶﾌﾟﾛﾝ酸ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌﾟﾛｹﾞ
ｽﾃﾛﾝ125mg、安息香
酸ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ10mg

油性注1ml 1回1ml筋注

卵胞ﾎﾙﾓﾝ剤 ﾌﾟﾛｷﾞﾉﾝ・デポー 吉草酸ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ
油性注:10mg
1ml

1回5～10mg､1～4週毎筋注 Progynon-depot

ﾌﾟﾛｹﾞｽﾄﾝﾃﾞﾎﾟｰS
ｶﾌﾟﾛﾝ酸ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌﾟﾛｹﾞ
ｽﾃﾛﾝ

125mg1管 1週1回65～125mg筋注

ﾌﾟﾛｹﾞｽﾄﾝ注50 ﾌﾟﾛｹﾞｽﾃﾛﾝ注射液 50mg1管

ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ・ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰ
ﾙ
配合剤

ｴｽｼﾞﾝﾃﾞﾎﾟｰの後
Primodian-depot

LH-RH注0.1mg「タナベ」

下垂体に作用し、TSHと

PRLの分泌を促進

100mg

500mg

ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ注 ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ 胎児肺成熟促進

胎児肺成熟促進

3A（ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ12ｍｇ）を24時間毎計2回

ﾋﾞﾀﾐﾝ

ﾋﾞﾀﾐﾝ薬 ﾊﾟﾝﾄｼﾝ ﾊﾟﾝﾃﾁﾝ 200mg　2ml
血液疾患、術後腸管麻痺1日
200mg、1～2回分割皮下、筋
注、静注

ﾋﾞﾀﾐﾝB薬 ｱﾘﾅﾐﾝF50注 ﾌﾙｽﾙﾁｱﾐﾝ 50mg20ml 1日5～100mg静注 購入中止
ｱﾘｱﾛﾝ3B B1、B6、B1､2混合 10ml1管 1日1瓶静注

ｼﾞｱｲﾅﾐｯｸｽ B1、B6、B1､3混合 10ml1管 1日1瓶静注

ｼｰﾊﾟﾗ
B1､B2､B6､ﾆｺﾁﾝ酸ｱﾐ
ﾄﾞ､ﾊﾟﾝﾃﾉｰﾙ､C混合

2ml
1日2～10ml､1～3回分割　皮
下、筋注、静注

主にﾌﾟﾗｾﾝﾀ療法に使用購入中止

ｼｰﾀｯｸ注 ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸注射液 500mg､2ml 製造中止

ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸注 ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸注射液 500mg､2ml

ｸﾞﾙｺﾝ酸ｶﾙｼｳﾑ
心臓や呼吸に影響が出てい
る高マグネシウム血症に。

大日本住友製薬

calcium gluconate

カルチコール15-20mL (Ca
118－196mg) ＋５％ブドウ糖
液 100mLを1時間で落とす。
カルシウムがマグネシウムに
拮抗するため、症状はすぐに
改善することが多い。

　詳細

ｴﾎﾁｰﾙ1% 塩酸ｴﾁﾚﾌﾘﾝ 10mg　1ml 1回2～10mg皮下、筋注静注

ｴﾌｪﾄﾞﾘﾝ注 塩酸ｴﾌｪﾄﾞﾘﾝ 40mg､1ml 1回4～40mg静注､筋注 胎盤､子宮血流を障害しない昇圧剤

ｼﾞｷﾞﾗﾉｹﾞﾝC ﾃﾞｽﾗﾉｼﾄﾞ 0.4mg、2ml

小児：急速飽和療法;1日新生児・
未熟児0.03～0.05mg/kg、3～4回
に分割静注、筋注。2回で飽和し
以後維持量とする維持量：飽和
量の1/4を静注、筋注

ﾈｵﾌｨﾘﾝ ｱﾐﾉﾌｨﾘﾝ 250mg､10ml
1回250mg1日1～2回静注、ま
たは点滴静注

ﾘﾄﾞｶｲﾝ静注用
(ｷｼﾛｶｲﾝ)

ﾍﾟﾙｼﾞﾋﾟﾝ 塩酸ﾆｶﾙｼﾞﾋﾟﾝ 10mg､10ml

吉草酸ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ・ｴ
ﾅﾝﾄ酸ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ

油性注:1ml 1回1ml､2～4週毎筋注

LH-RH、TRH負荷
試験

注射前（基礎値）採血し（LH、FSH、ＰＲＬ測定）、LH-RH注0.1mg「タナベ」＋TRH注0.5mg「タナベ」
＋20ml生食をゆくり静注して、15分後に採血してLH、FSH、ＰＲＬを測定

TRH注0.5mg「タナベ」

ホルモン製剤

黄体ﾎﾙﾓﾝ剤

男性・卵胞ホルモ
ン混合製剤

ｴｽｼﾞﾝ・ﾃﾞﾎﾟｰ 1ml1管 製造中止

ﾌﾟﾘﾓｼﾞｱﾝ･ﾃﾞﾎﾟｰ

副腎皮質ｽﾃﾛｲﾄﾞ 

ｿﾙ・ｺｰﾃﾌ
ｺﾊｸ酸ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝﾅﾄﾘ
ｳﾑ

1回50～100mg、1日1～4回静
注、点滴静注、筋注など

（リン酸デキサメタゾン8mg）2mlバイアル

ﾘﾝﾃﾞﾛﾝ注 
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝﾘﾝ酸ｴｽﾃﾙﾅ
ﾄﾘｳﾑ 

2mg（0.4％）0.5ml1管 

4mg（0.4％）1ml1管  

強心薬

不整脈用剤 塩酸ﾘﾄﾞｶｲﾝ 2%､5ml

混合ﾋﾞﾀﾐﾝB群

ﾋﾞﾀﾐﾝC

ｶﾙｼｳﾑ剤
カルチコール注射液
8.5％5mL

5ml1管

昇圧薬

降圧剤
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ｱﾌﾟﾚｿﾞﾘﾝ 塩酸ﾋﾄﾞﾗﾗｼﾞﾝ 20mg 1回20mg筋、静注

ﾎﾞｽﾐﾝ 1mg　1ml 1回0.2～1mg皮下注・筋注

エピペン
2ｍｇ　2ｍｌ（0.3
ｍｇ製剤）

1回0.3mg筋注

解毒薬 ﾁｵｸﾀﾝ ﾁｵｸﾄ酸 25mg、5ml
1日1回10～25mg静注必要に応
じて皮下、筋注可

製造中止

胃腸機能調整薬 ﾌﾟﾘﾝﾍﾟﾗﾝ ﾒﾄｸﾛﾌﾟﾗﾐﾄﾞ 10mg、2ml 1回10mg1日1～2回筋、静注

H2受容体拮抗薬 ｶﾞｽﾀｰ  ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ  20mg、2mL  1回20mg1日2回筋、静注 

肝機能改善薬 強力ﾈｵﾐﾉﾌｧｰｹﾞﾝｼｰ ｸﾞﾘﾁﾙﾘﾁﾝ製剤 20ml 1回5～20mg静注

ﾚﾐﾅﾛﾝ 汎発性血管内血液凝固症(DIC)製造中止 

ｶﾞﾍﾞｷｻｰﾄﾒｼﾙ酸塩注
射用

汎発性血管内血液凝固症(DIC) 

ﾍﾟﾝﾀｼﾞﾝ 製造中止

ｿｾｺﾞﾝ 

抗D人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝｰ
Ｗｆ

乾燥抗D（Rho）人免
疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

1000倍
分娩後72時間以内に1000倍
を注射用水2mlに溶解し筋注

200単位1ml
新生児のＢ型肝炎:100～200
単位筋注､生後5日以内投与

新生児のB型肝炎予防

1000単位5ml 1回:1000～2000単位筋注

静注用ﾍﾌﾞｽﾌﾞﾘﾝ-IH 抗HBs人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 1000単位5m 1回:1000～2000単位静注 針刺し事故に使用

ﾋﾞｰﾑｹﾞﾝ
組換え沈降B型肝炎ﾜ
ｸﾁﾝ

0.5ml
1回0.5ml､4週間隔で2回､さら
に20週～24週後､1回0.5ml､
皮下注又は筋注

ﾍﾌﾞﾀﾊﾞｯｸｽｰⅡ
組換え沈降B型肝炎ﾜ
ｸﾁﾝ

水性懸濁注ｼﾘ
ﾝｼﾞ0.5ｍL 

0.5mlを事故発生後７日以内
に皮下又は筋注。さらに0.5ml
を初回注射の1ｶ月後および3
～6ｶ月後に同様注射

ｻｰﾊﾞﾘｯｸｽ  HPV-16型及び18型 0.5mL

10歳 以 上 の 女 性 に、 通 常、
1 回0.5mLを 0 、1ヵ 月 後 ､ 6 ヵ
月 後に 3 回、上腕の三角筋部
に筋肉内接種 

ｶﾞｰﾀﾞｼﾙ
HPV－ 6 、11、16及
び18型 

0.5mL 

9 歳以上の女性に、 1 回0.5mL
を合計 3 回、筋肉内に注射す
る。通常、 2 回目は初回接種の
2 ヵ月後、 3 回目は 6 ヵ月後に
同様の用法で接種 

尖圭コンジローマにも有効 

降圧剤

蛋白分解酵素阻
害剤 

ﾒｼﾙ酸ｶﾞﾍﾞｷｻｰﾄ  500mg 

鎮痛薬 塩酸ﾍﾟﾝﾀｿﾞｼﾝ 15mg、1ml
1回15mg皮下、筋注必要に応
じ、3～4時間毎に反復注射
（増減）

ショックに使用・強
心、血圧上昇、気
管支拡張薬

アドレナリン

血液製剤
ﾍﾌﾞｽﾌﾞﾘﾝ 抗HBs人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

予防接種  

子宮頸癌ﾜｸﾁﾝ 
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非イオン性
1 瓶（10mL）
中， イ オ ト ロ
ラ ン

子宮卵管造影剤  6407.5mg含有

1 回 6 ～10mLを導管より子
宮腔内に注入 

ヨード濃度（mg/mL）300  イソビスト注300  イオトロラン 
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